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小展示 
矢上での生活・矢上での活躍 

矢上での生活・矢上での活躍 

  「青年と哲人の対話」という物語

形式で心理学者アルフレッド・アド

ラーの思想を正面から伝えようと試

みている本書ですが、トラウマの存在

を徹底的に否定したり、「嫌われたく

ないから○○症を作り出している」な

どかなり厳しい言及もあります。どこま

で受け入れられるかは人それぞれと

いったところかもしれません。個人的

には、過酷な状況に置かれた時の

人間心理や一流スポーツ選手のメ

ンタルコントロール、禅の思想などとも

通じるところがあると感じました。 

 日常生活になんとなく息苦しさを

感じている人はもちろん、自己啓発

本(なんか)を必要としていないと自

負している人にも手にとってもらいた

い本です。 

KOSMOS よくある質問集 
～ あなたの「?」にお答えします！～ 

A. 「Ebook Central(ProQuest)」と表記のあるものは、5分間の試読

ができます。全文を読みたい場合は購入希望を出してください。 

5分間の試読 
 

※一部試読不可あり 

購入希望 

※要・無料アカウント 

A. 資料は「図書」を選択し、「オンライン」をクリック

すると電子ブックに絞ることができます。 

A. シラバスで指定された教科書・参考書や、理工学部教員の希望の図書を配架してい

るコーナーです(本館1階)。矢上所属の方は1日借りられます。 

Q1. KOSMOSで電子ブックがヒットするのに、本文が読めない 

Q2. KOSMOSで電子ブックだけに絞りたい 

Q4. リザーブ図書って何？ 

A. 山梨県にある外部書庫のため、直接利用はできません。希望の論文・ページを特定

し、複写物をFAXで取り寄せることができます(有料)。地区が「理工」となっている場合

は、雑誌現物を取り寄せることもできます。理工学メディアセンターWebサイトの「申し込

む」メニューからお申込みください(貸出期間：14日)。 

Q3. 配架場所が「山中資料センター」の雑誌を利用したい 

Q5. 他キャンパスにリクエストした本はいつ届くの？ 

A. おおむね1～2開館日後に届きますが、リクエストや運行便のタイミングにも依ります。

詳しくはスタッフにお尋ねください。 

分からないことがありましたら、お気軽にメディアセンタースタッフにお声がけください！ 

 「MARUZEN eBook Library」

と表記があり、本文が読めないもの

は、理工学メディアセンターWebサイ

トの「申し込む」メニューから購入希望

を出してください。 

 理工学メディアセンターの夏の恒例展示「矢上での

生活」を今年も実施中です。理工学部のリアルな学

生生活を紹介するこの展示は、当館の大学院生ア

ルバイトスタッフが制作しています。 

 今年は小展示「矢上での活躍」も新たにお目見え

しました。矢上祭やKEIO TECHNO MALLのパン

フレット、若手研究者を紹介する理工学部広報誌

「新版 窮理図解」を展示しています。学生の普段

の生活だけでなく、理工学部生としての活躍の場

や、若手研究者の活躍をＰＲしています。 
 

【期間】2016年8月1日(月)-9月30日(金) 

【場所】理工学メディアセンター 創想館1階 

私の1冊 

配架場所：創想ライブラリー 

P.2 オープンキャンパス/ 
オープンライブラリー報告 
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ビブリオバトル バトラー大募集！ 

 オープンキャンパス/オープンライブラリー報告 

  

 去る8月6日(土)に開催された理工学部のオー

プンキャンパスでは来場者の3分の2に相当する

1,216名の方がメディアセンターを訪れました。小

展示「矢上での生活」と「矢上での活躍」も好評

で、たくさんの方が足を止めてくださいました。 

 また、高校生が大学図書館の雰囲気を味わえ

るようにメディアセンターを開放するオープンライブラ

リーを今年も開催しました(8月1日-31日)。 

 今年は日吉および湘南藤沢メディアセンターと

協同でスタンプラリーを実施し、スタンプを5個集め

た方にメディアセンターオリジナルグッズを差し上げ

ました。 

         

 Q 理工学メディアセンター所蔵の 

雑誌は借りられる？ 

メディアセンタークイズ 

理工学メディアセンター機関リポジトリ 

 ΣStarでは理工学部の研究・教
育成果のうち、電子化され、著作
者の許諾が得られたものを公開し
ています。学位論文・プレプリント・
リサーチレポート・その他教材など、
登録のご相談は理工学メディアセ
ンターまでお寄せください。(理工学
メディアセンターWebサイトのバ
ナーからΣStarに移動できます) 

リコメ☆ニュース購読受付中! 
 

A 
答え：○   

  矢上キャンパス所属者
のみ1日(一部14日)借り
られます。他キャンパスの
雑誌については、希望の
論文・ページを特定して、
複写の取り寄せを申し込
むことができます(有料)。
図書とは異なるので返却
忘れにはご注意下さい！ 

メディアセンタークイズ 

 新サービス、データベースや電
子ジャーナル、各種セミナーやイ
ベントなどのお知らせをメールでお
届けします。 

 こちらのQRコードか、理工学メ
ディアセンターWEBサイトの「申
し込む」メニューよりお申し込み
下さい。 

(対象:慶應義塾大学在籍者) 

今月の1枚： 

これは何でしょう？ 

慶応工学会様から寄附を頂きました 

 答えは紙面のどこかに… 

答え）マイクロフィッシュ 

 文書を縮小してフィルムに焼き

付けたもので、肉眼では中の文

章が読めませんが、館内にある

専用のスキャナーを使って、拡大

して印刷や保存ができます。 

 省スペースで大量の資料を保

存できるので、多くの図書館が所

蔵していますが、最近ではデジタ

ル化が進み、現在当館にあるマ

イクロフィッシュ資料は1タイトルの

みです。 

 SAE (Society of Automo-

tive Engineers, 自動車技術

者協会)が発行する、自動車・

航空機器関係のテクニカルペー

パーの1997年以前を読みたい

場合は、このマイクロフィッシュを

使うことになります。 

 研究トピックによっては、意外と

頻繁に使うかもしれませんよ！ 

前回のバトラーのみなさん 

 2014年から、読書の秋のイベントとして開催しているビブリオバトルも今年で3回目となりました。 

 現在、ビブリオバトルの発表者(バトラー)を大募集しています。 

 お気に入りの1冊の魅力を自分の言葉で語ってみませんか？ 
 

 【開催日時】10月26日(水)18:00-19:00 

 【場所】矢上キャンパス創想館1階 理工学メディアセンター 

 【対象】塾生、教職員 (理工学部生でなくてもOK！教職員の方も大歓迎！) 
 

 【お申込み方法】 メール(                )にて下記4点をお知らせください。 

            ・お名前   ・ご所属(塾生の方は学籍番号も) 

            ・紹介する本の題名と作者名   ・参加への意気込みを一言！ 

 【応募締切】 2016年10月7日(金)  ※応募多数の場合は抽選を行う可能性もございます。 

2016年7月20日 寄附金贈呈の様子  

 一般社団法人慶応工学会様より学術振興

事業の一環として、学生用図書購入のための

ご寄附20万円をいただきました。 

 2010年度から毎年いただいているこちらのご

寄附は、財政的に苦しい状況の当メディアセン

ターにとってとても貴重なものとなっております。

紙面を借りて厚く御礼申し上げます。 

 今年度は、新設予定の新書・文庫コーナー

の資料購入のために使わせていただく予定で、

購入する資料を現在選定中です。  

○ × 

■ビブリオバトルとは？ 

①発表者(バトラー)自身が読んでおもしろかった 

   1冊について、順番に1人５分で紹介する。 

②それぞれの発表後に参加者全員でその発表に 

   関するディスカッションを2～3分行う。 

③全ての発表終了後に参加者全員で投票を行い、 

   最多票を集めた本を「チャンプ本」とする。  

オープンキャンパスの来場者 

https://twitter.com/scitechmckeio
https://online.lib.keio.ac.jp/st/req/mailnews.html

